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屋形ヶ原

職訓短大

県道吉川川内線

妹背橋
本
城
踏
切

麓
高来小

梶蔵跡

高城麓

高城町
下
大
迫

矢
立

白
谷

耳切坂

柿之原

射場

県道湯之元佐目野線

牧迫

陽成小

並松

陽成地区
コミュティセンター

一條神社

県道
340号

林道峠の頂上

峠路
（急な坂道）

湯田町
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西方小前

西方
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上湯田橋

柑橘園

湯
田
川諏

訪
神
社

文

文

西方小文

文

〒

文

一条殿

一条殿
一条

京セラ

鞘脇

西
方
峠
の

頂
上

京セラ前

↑
川
内
高
城
温
泉

県
道
東
郷
西
方
港
線

中麦
グリーンロード

卍妙徳寺
↓

陽成
トンネルへ

陽成町

精米所

峠路自治会館

（鞘脇～射場間は山道）

西郷腰掛石

民家
峠
川 一条

坂（
山
道
）

愛宕神社湯田小

高城西中

人形岩前

三十番（バス停）

人
形
岩

上川
内

街道と史跡案内板

街
道
の
案
内
板

（
陽
成
町
・
鞘
脇
）

射
撃
の
練
習
場
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
の
坂
は
街
道
を
訪
れ
る
旅
人

の
記
念
写
真
の
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

一
戦
川
橋
か
ら
柿
之
原
へ
続
く

一
筋
の
小
径

西
郷
ど
ん
は
愛
犬
ツ
ン
を
連
れ
て
お
気
に
入
り
の
こ
の
地
を
た
び
た
び
訪
れ
猟

に
出
か
け
ま
し
た
。
渓
流
沿
い
の
街
道
脇
に
「
西
郷
ど
ん
の
腰
掛
石
」
と
い
わ

れ
る
石
が
残
っ
て
い
ま
す
。
西
郷
ど
ん
は
ウ
サ
ギ
猟
の
専
門
で
そ
の
皮
を
鞣
し

て
自
分
用
の
フ
ン
ド
シ
を
つ
く
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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み
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西
郷
ど
ん
の
腰
掛
石（
西
郷
ど
ん
と
川
内
）
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A-1A-2

国道3号

御仮屋跡
潮見寺
卍

西方寺

西方小

卍

文

肥薩おれんじ鉄道
西方

A-3

A-3

高来小
文

麓

妹
背
橋

高城川

商店

2

A-1

妹
背
橋
の

説
明
板

妹
背
橋
の

説
明
板

湯
田
村
出
身
の
若
者
が
江
戸
へ
と
向
か
っ
た

そ
の
時
の
旅
日
記
が
「
道
之
記
」
で
あ
る
。

湯
之
元
↑

湯田コミュニティ協議会
「道之記」

桐
原
宗
之
助
種
徳
（
漢
方
医
・
一
九
歳
）
は
上
司
、
長
崎
甚
七
の
お
供
を
し

て
江
戸
へ
向
か
っ
た
。
初
め
て
薩
摩
を
離
れ
他
国
の
地
を
踏
ん
だ
の
で
あ
る
。

道
中
の
最
中
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
話
が
記
さ
れ
て
い
る
が
一
日
一
首
、
心
に
刻

ま
れ
た
こ
と
が
短
歌
に
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
薩
州
の
境
木
か
ら
肥
後
の
境

木
へ
と
渡
る
と
き

当
時
、
他
国
に
入
る
こ
と
が
い
か
に
大
変
な
こ
と
だ
っ
た
の
か
偲
ば
れ
る
句

で
あ
る
。
九
州
縦
断
に
は
十
二
日
を
要
し
、
こ
の
時
は
小
倉
か
ら
大
阪
ま
で

十
四
日
間
の
船
旅
。
大
阪
か
ら
徒
歩
で
江
戸
へ
、
あ
わ
せ
て
四
十
日
を
越
え

る
長
旅
で
あ
っ
た
。
江
戸
の
白
金
の
館
に
は
薩
摩
の
前
藩
主
島
津
斉
宣
公
が

隠
居
し
て
い
た
。
た
ま
た
ま
「
道
之
記
」
は
斉
宣
公
の
目
に
と
ま
り
褒
美
と

し
て
御
盃
と
金
子
「
百
疋
」
を
賜
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
拝

領
し
た
盃
は
湯
田
の
桐
原
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

ぴ
き

き
ん
す

愛
宕
神
社
の
裾
野
、
小
さ
な

小
川
の
畔
に
街
道
が
残
っ
て

い
ま
す
。
現
在
は
田
圃
で
す

が
昭
和
30
年
代
ま
で
は
街
道

の
道
筋
が
残
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。（
峠
路
自
治
会
館
の
前
）
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341

薩
摩
街
道
は
両
手
を
広
げ
た
ぐ
ら
い
の
道
幅
で

し
た
。
民
家
の
軒
下
を
通
り
ま
す
。

9

白
滝
の
集
落
か
ら
峠
に
続
く
街
道
は
県
道
が
つ
く
ら
れ
て

か
ら
使
わ
れ
な
く
な
り
現
在
、
荒
れ
て
し
ま
い
歩
行
は
困

難
で
す
。
こ
の
た
め
、
小
道
を
伝
っ
て
迂
回
す
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。
車
道
か
ら
白
滝
の
集
落
を
望
む
民
家
の

下
の
道
が
薩
摩
街
道
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
は
東
シ
ナ
海
の

碧
い
海
と
「
人
形
岩
」
の
眺
望
が
広
が
り
ま
す
。

高来小学校

高
城
町
・
麓

1

道
標

3

よ
く
手
入
れ
さ
れ
て
い
る
鞘
脇
の
街
道

7

整
備
さ
れ
た
石
畳
の
耳
切
坂
。
真
夏

で
も
涼
し
い
風
が
吹
き
抜
け
る
一
筋

の
空
間
が
続
い
て
い
ま
す
。

耳
切
坂

み
ん
き
い
ざ
か

一戦
川
橋

5

西
郷
ど
ん
の
手
水
鉢

弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
、
岩
永
三

五
郎
の
設
計
で
、
石
造
り
の
美
し
い

眼
鏡
橋
の
妹
背
橋
が
架
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
工
事
に
座
書
役
と
し
て
従

事
し
た
の
が
18
歳
の
西
郷
隆
盛
で
し

た
。
竣
工
ま
で
の
3
年
間
、
宮
薗
さ

ん
宅
に
寄
寓
し
、
朝
夕
こ
の
手
水
鉢

を
使
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

2

川
内
高
城
温
泉

一
条
坂

10森
に
分
け
入
る
一
条
坂
は
文
明
と
は

切
り
離
さ
れ
た
古
道
そ
の
も
の
。
落

葉
を
踏
み
敷
く
歩
み
を
止
め
る
と
静

寂
な
世
界
が
広
が
り
ま
す
。

西
郷
隆
盛
が
狩
り
の
途
中
に
何
度
も
立

ち
寄
っ
た
と
い
わ
れ
、
隆
盛
ゆ
か
り
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

道標

頂
上
付
近

一條
神
社

一条
坂

湯田へ

人形岩

湯田

迂回路

薩摩街道

13

一
条
神
社

峠
路
の
分
か
れ
道

西
方
へ

峠路

11

有
志
に
よ
る
草
刈
り
作
業
。

凡例
薩摩街道
薩摩街道（消滅道）
薩摩街道迂回路
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国道
薩摩街道の道標
案内板
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西
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ど
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腰
掛
石 耳

切
坂

み
ん
き
い
ざ
か

古
道
の
雰
囲
気
が
多
く
残
る

西
郷
ど
ん
の
手
水
鉢

西
郷
ど
ん
の
手
水
鉢

高
城
川

高
来
小

薩摩街道

4

2

下
大
迫

A-2

8

道標

絶
景
ポ
イ
ン
ト

1516 砕
け
る
白
波
の
か
な
た
に
は

甑
島
が
望
ま
れ
ま
す
。
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